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会期 2023 年 9月 13 日（水）～ 9 月 15 日（金） 
会場 熊本城ホール（熊本市） 

公益社団法人 日本分析化学会 
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 熊本は，2016 年の熊本地震で甚大な被害を受けました。熊本城も完全な修復にはまだ 30 年ほ

ど必要です。しかし，街は見違えるように戻るとともに，元々の都市計画が進み，サクラマチ，熊

本城ホールを中心とした都市開発，熊本駅およびその周辺の整備，熊本空港ターミナルの立て替

えなど，この 1，2 年で大きく変わりました。少し足を伸ばせば，世界一の大きさを誇るカルデラ

を有する阿蘇山や五橋を渡る天草諸島など雄大な自然を観ることができます。本年会のポスター

や名札の写真も昨年 9 月に阿蘇で撮影したものです。年会とともに熊本の街や海・山もお楽しみ

ください。 

 後になりましたが，本年会の開催には多くの方々のご協力をたまわりました。なんとか開催

にこぎつけることができたのも皆様のご支援があったからこそです。短い文では足りませんが，

心より感謝申し上げます。分析化学会の本年会がみなさまの研究や開発の発展に貢献するととも

に，社会貢献の一助になることを願っています。 

 

      
熊本城の武者返し（4 ⽉）              9 ⽉の阿蘇の草原     

 
 

総講演数 666 件（8 ⽉ 18 ⽇現在参加登録分） 
内訳：⼀般講演 384 件（⼝頭 245 件，ポスター 139 件），若⼿ポスター講演 217 件， 

テクノレビュー講演 1 件（ポスター），研究懇談会講演 23 件，受賞講演 15 件（学会
賞 3 件，奨励賞 5 件，技術功績賞 2 件，⼥性 Analyst 賞 2 件，先端分析技術賞 1 件，
分析化学論⽂賞 2 件），産官学交流カフェ 7 件 
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表  彰 
 
 
〔2023年度学会賞受賞者〕 
高椋 利幸 君 （佐賀大学理工学部・教授） 
 研究業績 有機分子の溶存構造に関するミクロからメゾスコピックレベルにおける分析法の開発 
松井 利郎 君 （九州大学大学院農学研究院・教授） 
 研究業績 食品因子の生体利用性に関する分析化学的研究 
宮部 寛志 君 （立教大学理学部・特別専任教授） 
 研究業績 モーメント理論に基づく高性能液相分離系の分析機能創出に関する研究 
 
〔2023年度学会功労賞受賞者〕  
大橋弘三郎 君 （茨城大学・名誉教授） 
 研究業績 キレート配位子による金属元素の選択的分離法の開発および学会への貢献 
 
〔2023年度技術功績賞受賞者〕  
駒谷慎太郎 君 （㈱堀場テクノサービス・分析技術本部長） 
 研究業績 X 線分析顕微鏡の開発とその応用 
澤津橋徹哉 君 （三菱重工業㈱・主席研究員） 
 研究業績 PCB 無害化処理プロセス用オンライン迅速分析技術の開発とその社会実装 
 
〔2023年度奨励賞受賞者〕 
稲田  幹 君 （九州大学中央分析センター・准教授） 

 研究業績 環境・エネルギー問題解決のためのセラミックス開発と構造解析 

鈴木 敦子 君 （山口大学大学院創成科学研究科・助教） 

 研究業績 金属錯体の特性を利用した分離・分析機能の開発 

高野祥太朗 君 （京都大学化学研究所・准教授） 

 研究業績 地球化学・海洋化学における微量金属同位体比分析に関する研究 

田中 佑樹 君 （千葉大学大学院薬学研究院・助教） 

 研究業績 ICP 質量分析計を用いた生命金属元素の応用分析法の開発 

渡辺  壱 君 （フロンティア・ラボ㈱・代表取締役社長） 

 研究業績 熱分解 GC/MS による高分子材料関連のキャラクタリゼーション 
 
〔2023年度先端分析技術賞受賞者〕 
JAIMA機器開発賞 

西尾 友志 君（㈱堀場アドバンスドテクノ・マネジャー） 

室賀 樹興 君（㈱堀場アドバンスドテクノ・チームリーダー） 

髙味 拓永 君（㈱堀場アドバンスドテクノ） 

橋本 忠範 君（三重大学大学院工学研究科・准教授） 

石原  篤 君（三重大学大学院工学研究科・教授） 

 研究業績 工業用無補充式セルフクリーニング pH 電極の製品開発およびその防汚技術 
 
〔2023年度女性Analyst賞受賞者〕 
木村-須田 廣美 君（公立千歳科学技術大学理工学部・教授） 
 研究業績 赤外・ラマンイメージングによる骨ミネラル代謝の可視化解析法の開発 
吉田 朋子 君 （大阪公立大学人工光合成研究センター・教授） 
 研究業績 X 線吸収分光を基軸とした定量的局所構造・電子状態解析法の構築と複合型その場分析への展開 
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〔2022年「分析化学」論文賞受賞者〕（敬称略） 
〇末吉 健志 1,2, 松田 景太 1, 遠藤 達郎 1, 久本 秀明 1 

（1大阪公立大学大学院工学研究科，2さきがけ，科学技術振興機構） 
デジタル分子ふるい電気泳動用キャピラリーデバイスの開発 

尾関 優香 1, 〇北川 慎也 1, 大谷 肇 1, 近藤 洋輔 2, 品田 弘子 2 

（1名古屋工業大学大学院工学研究科生命・応用化学専攻，2三菱ケミカル株式会社分析物性研究所） 
エレクトロスプレーイオン化−イオンモビリティスペクトロメトリー−質量分析法によるスチレン/アクリル

酸 n-ブチル共重合体の解析 
 
〔2023年度有功賞受賞者〕（敬称略）

小室 ゆう子 JX 金属ファウンドリー㈱ 
小住 孝宏 ㈱ニコン 
東 康則 花王㈱ 
小林 秀司 (独)造幣局 
加倉井 洋祐 ENEOS㈱ 
水澄 昌宏 住友金属鉱山㈱ 
菅 寿夫 住友金属鉱山㈱ 
高木 正徳 ㈱日立ハイテクサイエンス 
古屋 裕子 日産化学㈱ 
長谷 恒一郎 住友電気工業㈱ 
前田 憲二 ㈱コベルコ科研 
森 有紀子 味の素㈱ 
大島 輝男 ㈱日立ハイテクフィールディング 
西村 重夫 ㈱日立ハイテクフィールディング 
家田 まゆみ ㈱大同分析リサーチ 
井垣 敬士 ㈱島津製作所 
原田 最之 ㈱島津製作所 
中村 光昭 ㈱島津製作所 
長西 敦子 ㈱島津製作所 
藤井 学 ㈱島津製作所 
御代田 恭子 ㈱レゾナック 
高橋 里織 ㈱レゾナック 
篠田 昭二 日本ポリエチレン㈱ 
上野 勝利 ㈱レゾナック 
野口 純 ㈱レゾナック 
後々田 忠夫 ㈱UBE 科学分析センター 
千田 祐美 日鉄テクノロジー㈱ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴木 一光 日鉄テクノロジー㈱ 
石田 博基 日鉄テクノロジー㈱ 
谷口 裕美子 旭化成㈱ 
伊藤 秀己 旭化成㈱ 
栗原 茂 三菱マテリアル㈱ 
大島 洋一 MHI ソリューションテクノロジーズ㈱ 
後藤 直美 ㈱三井化学分析センター 
鳥井田 直美 ㈱三井化学分析センター 
山田 裕二 ㈱三井化学分析センター 
江口 祐一 ㈱三井化学分析センター 
五戸 佐織 ㈱三井化学分析センター 
松本 弘和 ㈱住化分析センター 
岩崎 知子 ㈱住化分析センター 
星野 健二 JFE テクノリサーチ㈱ 
白鳥 英雄 JFE テクノリサーチ㈱ 
松本 博美 JFE テクノリサーチ㈱ 
清水 誠司 JFE テクノリサーチ㈱ 
武中 彩 ㈱東レリサーチセンター 
谷井 義治 ㈱東レリサーチセンター 
小田島 千子 JFE スチール㈱ 
武石 正幸 DOWA テクノリサーチ㈱ 
鈴木 博美 DOWA テクノリサーチ㈱ 
奥田 和弘 ㈱トクヤマ 
富岡 強 デンカ㈱ 
新村 典康 日本電子㈱ 
石崎 浩司 ㈱東ソー分析センター 
玉川 雅幸 ㈱産業公害・医学研究所 
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第72年会 会場別講演区分 1⽇⽬

受 付

14:
15~

F
展示会場
[ホワイエ]

休憩室
[G]

クローク
[H]

14:00~16:55

⽣涯分析
談話会

16:00~17:00

16:00~18:00

13:45~
14:15

14:15~15:30 15:45~
16:15

16:15~
16:45

14:15~
14:45

13:45~
14:15

15:45~17:00

15:15~
15:45

13:45~14:15 14:15~15:00 15:15~
15:45

13:45~15:00

産官学交流カフェ

休憩室 （9:00 ~ 17:00）

クローク（9:00 ~ 17:00）

展⽰会 （11:00 ~ 17:00）

電気分析
化学研究懇
運営委員会

ﾅﾉ･ﾏｲｸﾛ化学
分析研究懇

役員会

溶液反応
化学研究懇
運営委員会

化学ｾﾝｻｰ
研究懇
委員会

FIA褒賞
委員会

16:45~17:30

13:15~14:00

9:30~10:30

16:00~17:0013:15~15:45

受付 （8:30 ~ 17:00）

9:30~12:00

13:15~
13:45

13:15~14:15

9:45~11:15

14:30~
15:00

D

E

A3

A4

B1

B2

B3

C

A1

A2

9:30~10:30 10:30~11:15 11:15~
11:45

GC研究懇
運営委員会

10:30~11:15 11:15~
11:45

9:30~10:30 10:45~
11:15

11:15~
11:45

13:15~
13:45

10:45~11:45

13:15~
13:45

15:15~16:00

9:30~10:30 10:45~11:45 13:15~14:15

15:00~
15:30

15:30~16:15 16:15~17:00

15:00~
15:30

16:30
~17:00

17:00
~17:30

17:30
~18:00

15:00~15:45 15:45~16:30

9⽉13⽇（⽔）

8:00
~ 8:30

8:30
~ 9:00

9:00
~ 9:30

9:30
~10:00

10:00
~10:30

10:30
~11:00

11:00
~11:30

11:30
~12:00

12:00
~12:30

午前 午後

12:30
~13:00

13:00
~13:30

13:30
~14:00

14:00
~14:30

16:00
~16:30

14:30
~15:00

会場 15:00
~15:30

15:30
~16:00

10:00~11:15 11:15~
11:45

13:15~
13:45

13:45~
14:15

14:15~
14:45

14:45~
15:15

9:30〜11:30 13:15~
13:45

11:00~
11:30

13:15~14:3013:15~14:309:30~10:30 10:30~
11:00

15:45~17:00

溶液反
応化学
研究懇

15:反
応基礎
論 1

溶液反
応化学
研究懇

15:反応基礎論
2

15:反
応基礎
論 3

15:反応
基礎論

4

シンポジウム
分析化学反応場における酸と塩基
〜酸・塩基の定義から100年〜

ランチョンセ
ミナー

JAIMA

ランチョン
セミナー

サーモフィッ
シャーサイエ
ンティフィッ

ク

ランチョン
セミナー

アジレント
テクノロジー

シンポジウム
医薬領域の進歩に貢献する分析化学

シンポジウム
バイオ界⾯の分析化学

11:LC
1

22:バイオ
1

22:バイオ
2

バイオ
分析

研究懇
22:バイオ

3
22:バイオ

4
22:バイオ

5

バイオ分析
研究懇
役員会

19:環境分析
1

19:環境分
析 2

奨励賞 19:環境分析
3

GC
研究懇

19:環
境分析

4

1:原⼦スペクトル分析
1

シンポジウム
ポストコロナに向けた分析化学

10:FIA
FIA

研究懇

16:標
準物質，
データ

有機微
量分析
研究懇

20:材
料分析

1

奨励賞 20:材
料分析

2

化学セ
ンサー
研究懇

7:センサー
1

7:センサー
3

7:センサー
5

9:マイクロ
分析

1

9:マイ
クロ分
析 2

ﾅﾉﾏｲｸﾛ
化学

研究懇

分析化
学論⽂
賞

21:⾷品・
医薬・臨床

1

21:⾷品・
医薬・臨床

2

⼥性
Analyst

賞

21:⾷品・
医薬・臨床

4

21:
⾷
品

ランチョンセ
ミナー

オルガノ

6:電気化学
分析 1

6.:電気化学
分析 2

電気化学分析研
究懇

JAIMA
賞

6: 電気化学
分析 3

6:電気化学
分析 4

13:GC 奨励賞
X線
分析

研究懇

⼥性
Analyst

賞

4
：
X

技術功
績賞

4：X線電
⼦分光分析

2

4：X線電
⼦分光分析

3

7:センサー
4

7:セン
サー

2



第72年会 会場別講演区分 2⽇⽬

受 付

展示会場
[ホワイエ]

休憩室
[G]

クローク
[H]

12:00~12:50

休憩室 （8:00 ~ 11:45）

P／Y
[A1~A4]

B
[B1~B3]

D

8:45-9:30

9:30~14:30

9⽉14⽇（⽊）
午後

18:00
~20:00

懇
 
 
親
 
 
会

11:30
~12:00

12:00
~12:30

12:30
~13:00

13:00
~13:30

会場
[部屋]

午前

8:00
~ 8:30

8:30
~ 9:00

9:00
~ 9:30

9:30
~10:00

10:00
~10:30

分析化学
編集委員会

10:30-11:15 11:15-12:00

展⽰会 （8:15 ~ 13:00）

ポスター
セッション

2

コア
タイム

3
(奇数)

ポ
ス
タ
ー
撤
去

ものつくり技術交流会2023 in 九州

13:30
~14:00

コア
タイム

1
(奇数)

コア
タイム

2
(偶数)

ポ
ス
タ
ー
掲
⽰

ポ
ス
タ
ー
掲
⽰
・
撤
去

9:30-10:15

16:30
~17:00

14:00
~14:30

14:30
~15:00

15:00
~15:30

15:30
~16:00

16:00
~16:30

10:30
~11:00

コア
タイム

4
(偶数)

ポスター
セッション

1

S
[4Fメイン

ホール ]

11:00
~11:30

受付 （8:00 ~ 12:00）

13:15~14:40

学会賞等
授賞式

15:00~17:10

学会賞 受賞講演

クローク（8:00 ~ 12:30）

本部・⽀
部・研究懇
連絡調整会



第72年会 会場別講演区分 3⽇⽬

受 付

展示会場
[ホワイエ]

休憩室
[G]

クローク
[H]

展⽰会 （9:00 ~ 14:00）

B1

B2

14:45~15:45

9:15~10:15 10:15~11:15 11:15~
11:45

A2

A3

9:30~10:30

A4

14:15~15:30

14:30~15:15

13:15~14:15

9:15~10:30 10:45~11:45

10:45~
11:15

11:15~
11:45

13:15~
13:45

A1

9⽉15⽇（⾦）

会場
[部屋]

午前 午後

13:30
~14:00

17:00
~17:30

17:30
~18:00

11:00
~11:30

11:30
~12:00

12:00
~12:30

12:30
~13:00

13:00
~13:30

8:00
~ 8:30

8:30
~ 9:00

9:00
~ 9:30

14:30
~15:00

15:00
~15:30

16:00
~16:30

16:30
~17:00

15:30
~16:00

9:30
~10:00

10:00
~10:30

14:30~15:1510:15~
10:45

14:00
~14:30

9:15~10:15

11:00~
11:30

10:30~
11:00

10:30
~11:00

9:15~10:15

受付 （9:00 ~ 14:00）

10:15~11:30

11:50~
12:15

13:30~14:30

13:45~14:30

13:15~14:15

13:15~14:00 14:00~14:45

Analytical
Sciences

編集委員会

9:15~10:30 10:45~11:30

9:15~10:00 10:45~11:45

9:15~10:30 11:15~
11:45

10:45~
11:15

休憩室 （8:30 ~ 16:30）

クローク（8:30 ~ 16:30）

14:15~15:00

14:15~15:00

C

D

E

13:15~14:00 14:15~15:30

13:15~
13:45

13:15~14:15

IC研究懇
運営委員会

9:30~10:30 10:45~
11:15

11:15~
11:45

13:45~
14:15

13:15~
13:45

13:45~14:30

化学分析
技能研究懇
運営委員会

B3

環境分析
化学研究懇
運営委員会9:30~10:30 10:30~11:30

12:抽出
スク
リーニ
ング分

分析試薬
研究懇

奨励賞 14:分離・
分析試薬

1

分析試薬
研究懇

幹事・参与
合同会議

14:分離・
分析試薬

2

11:LC
2

11:LC
3

HPLC
研究懇

IC
研究懇

11:LC
4

22:バイオ
6

22:バイオ
7

22:バイオ
10

22:バイオ
11

2:分⼦スペクト
ル分析

3

19:環境分析
5

19:環
境分析

6

環境
分析

研究懇

技術功
績賞 19:環境

分析 7
19:環境分析

8

1:原⼦スペクト
ル分析 2

1:
原

5:
放
射

奨励賞 1:原⼦スペ
クトル分析

4
1:原⼦スペクト

ル分析 5

20:材料分析
3

20:材
料分析

4

化学分
析技能
研究懇

⾼分⼦
分析
研究懇

分析化
学論⽂
賞

20:材料分
析 5

8:質量分析
表⽰起
源分析
研究懇

電気泳
動分析
研究懇

3:レーザー
分光分析

1

3:レーザー
分光分析

2

18:微粒⼦分析
1

18:微粒⼦分析
2

17:界⾯
分析

1

若⼿
ポスター
賞授賞式

⼥性研究者
ネット
ワーク

22:バイオ
8

22:バイオ9

2:分⼦スペクト
ル分析

1

2:分⼦スペクト
ル分析

2

17:界⾯
分析

2

ランチョン
セミナー

JAIMA

ランチョン
セミナー

⽇⽴ハイテ
クサイエン

ス

ランチョン
セミナー

Perkin
Elmer 
Japan

ランチョン
セミナー

エルガ・
ラボウォー

ター
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